オバマ就任演説を読んで　　　　ＭＹ
国際関係、戦争と平和の部分から
独立戦争の死者も侵略戦争の死者もみんな英雄か？

①　「（祖先は）新たな暮らしを求めて海を渡り劣悪な環境で懸命に働き、西部に移り住んだ。また鞭打ちに耐え、硬い大地を耕した。」
「（祖先は）コンコード（独立戦争）、ゲテイスバーグ（南北戦争）、ノルマンデイー（第二次大戦）、ケサン（ベトナム戦争）で戦い、そして死んだ。」

　アメリカ原住民に対する侵略・征服行為を忘れていませんか？　
黒人大統領だからこそ触れて欲しかった。　
　独立戦争も侵略戦争もゴッタマゼかよ。　

侵略戦争の戦死者は、英雄ではなく被侵略国民に対する加害者であり、彼自身もアメリカによる被害者だ。
　また、日本に関して言えば、広島･長崎、東京を始め全国の都市における無差別･大量･残忍な殺戮は明白な国際法違反。それに何と答える！？　
彼も「リメンバー・パールハーバー」の一人か？
一国覇権主義から国際協力・同盟重視へ
②　「先人は軍事力だけではなく、確固たる同盟関係と信念によってファシズムや共産主義と対決してきた。」　
「先人は我々の力だけでは自分達を守ることはできないし、その力で思うままに振舞って良いわけではない事をわきまえていた。」
「先人は軍事力は思慮深く用いることでその力を増すこと」「我々の安全は、大義の正しさや謙虚さ、自制からもたらされるという事を知っていた。」
「我々はこの信条に今一度立ち返ることで新たな脅威に立ち向かうことができる。」
「この脅威はより大きな努力、国と国との間のより踏み込んだ協力と相互理解を必要とする。」
一国覇権主義、国連無視、先制攻撃戦略など、ブッシュ戦略を否定。時代の流れ。
一方で、日本など同盟国に対する負担増強を求めてくることも含んでいる。
イラクとアフガニスタン

③　「責任ある形でイラクをイラク人に委ね、アフガニスタンでは平和をゆるぎないものにしなくてはならない。」
「テロで目的を達しようとする者に言う。我々の精神は　より堅固であり、打ち負かされることは無い。勝つのは我々だ。」
　一日も早くイラクから完全撤退すべし。
　一日も早く、“イラク攻撃がアメリカによる侵略であった”と認めて謝罪せよ。
　ベトナム・イラク・アフガンなど、アメリカの不法な戦争で死傷した現地の人々への思いが全く語られていない。
　彼の辞書には【侵略】【謝罪】という言葉は無いのか！？
　アフガニスタンには、相変わらず武力行使を強める方針。
　アフガニスタンにひろまる反米、親タリバンの世論とその原因が理解できないのか。
　“武力でテロは無くせない”という8年間の教訓を思い起こせ。
　和平交渉こそ急げ。
核と地球温暖化
④　「古き友、かつての敵と共に、核の脅威を減ずる努力を重ね、地球温暖化を食い止める。」
ブッシュと比べると、断然光っている。広島の原爆記念館を是非訪問して欲しい。

パレスチナ問題
⑤　「イスラム世界に対しては、相互の利益と尊重に基づき前進する道を求める。」
「争いの種をまき、自らの社会の災難を西側社会のせいにする指導者達よ、あなた達が破壊するものではなく、築きあげるものによって人々の審判が下る。」

「腐敗と欺き、抑圧によって権力にしがみつく者たちは、歴史の流れに外れていると知れ。」

「ただ拳を下すなら　、我々は手を差し伸べよう。」
　テロの背後に西側の責任は無いのか？

とりわけ、パレスチナ問題について、イスラエルを擁護するアメリカの責任はどうなのか？
国連と世界中が非難するガザ攻撃について語れ！
アメリカの擁護無しにイスラエルの蛮行は起こりえない！　

在日米兵は自由の守り神？

⑥　「はるか遠くの砂漠や山々をパトロールする勇敢な米国人」「アーリントンに眠る英雄」
「彼らが“自由の守り神”というだけでなく、“奉仕の精神の体現者”、“崇高なものに意義を見出そうとする者”であるがゆえに、我々は彼らに対して敬意を表する。」

　日本に駐留する米兵のことも含まれるのですか？　
もしそうだとすれば、かなりずれていますが……

　全体として、美辞麗句でアメリカ人の自尊心を刺激して、国民の勤勉･努力、自己犠牲、
愛国心、難局に立ち向かう英雄魂を求めている。
　

経済についての発言には新鮮なものがある
昔懐かしいニューデイール政策
①　「経済には大胆で迅速な行動が必要だ。」

「道路、橋、配電網、デジタル回線など整備。エネルギー改革。医療･教育改革……。」
「今日問われているのは、政府が大きいか小さいかではなく、政府が機能するかどうかだ。」
「…“適正な賃金”、“負担可能な医療費”、“尊厳ある退職後の生活”これらの手助けを政府ができるかどうかだ」
新ニューデイール政策。
自己責任の国アメリカで、社会保障政策がどこまで実現するか。

政府の説明責任
②　「国民の金を管理する政府には説明責任がある。」
「賢明に支出し、悪い慣習を改め、だれもが見守る中で仕事をしなければならない。」
「そうすることによってのみ、人々と政府の間に不可欠な信頼関係を再生することができる。」
　その通り！　拍手！　日本の政治家もこの通りやってくれ。

新自由主義経済からの決別
③　「市場の力は無類のものだ。」
「しかしこの危機により、監視しなければ市場は制御不能になる、富める者だけを優遇していては、国家の繁栄は長く続かないことが再確認された。」
「ＧＤＰが大きいだけでなく、繁栄が広範囲に行き渡り、やる気のある者すべてに機会を与える。それが公益に通ずる最も確実な道だ。」

　新自由主義経済からの決別の辞。
大金持ち本位の政治をやめられるか疑問だが。
“帝国主義”“産軍一体の軍国主義”、それがアメリカのキーワードだもの。　
自分勝手な論評　乞う責任不問
